
第２６５７例会 ２０２４．３．１１. 

１２；３０ 点鐘 会長 小野克永君   司会進行 副幹事 佐藤敏明君 

ローターリソング「手に手つないで」  ソングリーダー 干川慎一郎君  

  

《会長あいさつ》 会長 小野克永君 

「ロータリーにおける社会奉仕の意義」 

行き過ぎは恐れる所ではなく、恐れるところはサービスのための絶好の

機会が失われることで、ロータリーが「一つの会食をなし、シガーを燻

らし、歌を唄い、演説を試み、肩をたたき合う会合」 に、終わる様な事

ではいけないと主張した。」 

つまり、運動として理論や例会を重視する職業奉仕至上主義派と実際の

社会奉仕活動を重視する身体障害児救済運動などの社会福祉奉仕派との

間で思想上の激しい対立が起きたのです。1923年のセントルイス大会の

会期中にこの両派の争いが極限に達して、ロータリーがまさに分裂の危

機に瀕した時に、決議第 34号が提出され、これによって、あらゆる分裂の危険性が一挙に解消されたと

いわれています。つまり、両派が共存することになったのです。 

ところで、ポール・ハリスは、前回は自分が作った仲良しクラブを自ら否定して、ドナルド・カータ

ーの社会奉仕への関心やシェルドンの職業向上奉仕の思想に共鳴しましたが、今回はどちら側についた

のでしょうか。実は、ポール・ハリスはこの頃からシェルドンの職業向上サービスの哲学から軸足を外

して、実際の社会奉仕活動を重視するフランク・マルホランドの思想に共鳴するようになりました。 

フランク・マルホランドは、1914年に第４代の国際ロータリー会長を務めました。身体障害者養護学 

校の創立に功績があります。マルホランドは実践によって心の改善の状態を論証していくことが必要で

あると主張しました。ロータリーの初期の指導者たちが先ず例会出席などで自分の心に奉仕の理念を養

成して、それに続いてそれを自分の職業活動に反映させようと考えたのとは逆に、マルホランドは人の

心の状態は行動で実証しないと分からないと考えたのです。つまり、心が奉仕の理念で向上しているの

ならば、職業奉仕はやるけれど他の奉仕はやらないのではなく、職業奉仕だけでなく、社会奉仕、国際
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奉仕、青少年奉仕など、自分の興味に従って、やれるものは何でもやることになるはずだとする考えで

す。 

そして、ポール･ハリスは、1927年のベルギーのオステンド大会で、奉仕活動がクラブ奉仕、職業奉

仕、社会奉仕、国際奉仕の４大奉仕の形に整理されて以降は、フランク・マルホランドと一体となって

ロータリーの主流になっていきました。その証拠の一つとして、上記の職業向上奉仕派と、身体障害児

救済派との争いについて、ポール・ハリスは、「ロータリーではかってどの奉仕活動が優位にあるという

ようなことを言ったことはない」と書いて、職業向上奉仕至上主義派をたしなめています。一方、身体

不自由児救済派の実践面でのリーダーであったエドガー・アレンについては次のように、口を極めて褒

め称えています。 

＊次回に続く 

《国際奉仕委員会》委員長 金山城太郎君 

 6日の午前 2時 30分に軽井沢高校 5 名の学生を連れて出発し空港に向かいました。

一人の学生が途中で具合が悪くなり行く事ができませんでした。私は明日朝フライト

して学生達と合流し、15日に一緒に帰ってくる予定です。 

 

《出席委員会》委員長 小崎陽一郎君             
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  森永哲郎君 

★卓話者、新津君楽しみにしています…佐藤敏明君、遠藤孝君 

大工原巧君、柳沢洋一君、小林俊二君、小崎陽一郎君 

古越道夫君、袖山卓也君、金山城太郎君、金澤明美君 

 干川慎一郎君、佐藤一郎君、川嶋光慈君、西川眞司君、佐藤好雄君 

丸山哲君、杁山恭弘君、長岡秀秋君、尾沼好博君 

★恵みの雪有り難い…大雲芳樹君 

★短期間でしたがお世話になりました…森永哲郎君 

★3/16 北陸新幹線延伸します。宜しくお願いします…中沢雅子君 

★森永さんまた是非遊びに来てください…今井亮君、横山繫君 

 

《退会のごあいさつ》 森永哲郎君 

昨年 5月から軽井沢ＲＣに入れて頂いたんですけれど、私も 65歳、本籍のある三井不動産もこの 3月

で契約満了と言う事で、4月以降のんびり暮らすんだったら軽井沢でと思たんですけれど、たまたま東京

でフルタイムみたいな形で働かなきゃいけなくなってしまいまして、軽井沢ロータリークラブを退会さ

せて頂きます。和気あいあいと親睦深く付き合いさせて頂き感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

 

  会員数 本日出席 メイク 合計 出席率 訂正出席率 

3 月 11 日 36 29 1 30 80.56% 83.33% 

3 月 5 日 

 ￥26,000 



《卓話者ご紹介》プログラム委員長 上田直人君  

新津悟会員 株式会社新津組 代表取締役社長 44歳 

 

 

 

《 会員卓話 》新津悟会員 

 

― 自己紹介と脱炭素経営  ― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

 

《四つのテスト斉唱》 

  《点鐘》 

                                                           

 

《幹事報告》 
★通信物=①東信第一グループガバナー補佐羽毛田匡様、第二グループガバナー補佐西入悦雄様より 

      IM会員セミナー開催参加のお礼状 

②G外相会合軽井沢町推進町民会議より「書面表決書」ご記入返信のご依頼 

③地区事務所より ガバナー補佐選出についてのお願い 

④上沢年度年次報告書電子ブックＵＲＬのお知らせ 

★クラブ会報=佐久ＲＣ、上田ＲＣ、上田東ＲＣ 

 

 

 

 

2月 28日（水）出光昭介様（東京ロータリークラブ） 

お別れの会 

 


